
鳥取・島根連合海区漁業調整委員会委員の選任について

鳥取・島根連合海区漁業調整委員会は両県の入会海域（中海、境水道、美保湾及び周辺海
域）における漁業調整を図ることを目的として漁業法第１０５条第１項の規定に基づき、昭和
３８年に設置されたものである。
その後、両県の意見対立等により長らく開催されていなかったが、中海における県境決定に

際し締結された「中海、境水道及び美保湾における漁業に関する協定書（H2.10.4）」に基づき、
当該海域での漁業調整を図る必要性が生じたことから、平成３年から協議が再開されたものの、
平成７年９月（第１０回、会長海区：鳥取）開催されたのを最後に休会状況にある。
現在は、新たに締結された「中海及び境水道における漁業に関する協定書（H18.1.31）」に

基づき、「中海及び境水道における漁業に関する鳥取・島根両県協議会（H21.3.11設置）」の
なかで、許可条件の統一等の協議がなされ、その結果に基づき両県でそれぞれが決定している。
今後、入会海域で新たな漁業問題が発生した場合に備え、委員を選任しようとするものであ

る。
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